
【《完結編》ぼくのおじさんは、ハンセン病　-平沢保治物語-　　公開にあたって】 

茨障研では、これまで、ハンセン病にかかわる展示会や図書の出版、講演会、療養所へ
のツアーなどを開催し、ハンセン病問題の正しい理解や人権教育に取り組んできました。
そのようなこともあり、ハンセン病回復者の平沢保治さまより、全障研茨城支部並びに福
祉型専攻科シャンティつくばにご寄付がありました。 
平沢さんは、1927年に茨城県に生まれ、13歳でハンセン病と診断され、14歳から東京
の東村山市にある国立ハンセン病療養所・多磨全生園に入園し、現在もそこで暮らしてい
ます。 
　今回、平沢さまのご寄付の意志を受け止め、さらにハンセン病問題の解決の一助のため
に、『完結編　ぼくのおじさんは、ハンセン病―平沢保治物語』を、広くみなさまに公開
することと致しました。 
ぜひ、多くの方に読んでいただければ、幸いです。 
なお、この本は、下記にご連絡いただければ、入手することもできます。 
　利用にあたっては、内容等の改編はしないでください。 
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